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2,980円（本体2,709円+税）    ガイドワークス刊

流星の記憶
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好評発売中

イクイノックス・エピファネイア
オウケンブルースリ・キズナ
コントレイル・キタサンブラック
タスティエーラ・トウカイテイオー
ディープインパクト・メイケイエール
メロディーレーン・ヤエノムテキ　ほか全36頭
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額に輝く白斑を手がかりに、名馬たちの記憶をたどる一冊。
歴代の名馬から、活躍中のスターホースまで、流星に個性
が光る 36 頭を厳選紹介。普段レースでは見過ごしがちな“顔
の輝き”に焦点をあて、競馬ファンなら思わずページをめ
くりたくなる新しい競走馬の楽しみ方を提案します。
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インタビュー

「騎手として出会えた、最高の馬でした。あの馬に出
会えていなかったら、メイセイオペラのフェブラリー
S 勝利もありません。トウケイニセイは逃げても勝
てましたし、出遅れて後方からでも勝てました。非
常に頭の良い馬で、騎手に『どんなレースでも大丈
夫なんだよ』という安心感を与えてくれる馬でした。
あの馬で勝利していったことで『どんな競馬になっ
ても、焦らずにきっちり乗れば勝つ』ということを
理解しました。当時は岩手のリーディングを獲得し
ていましたが、そこから上にいくのに必要なものを、
良いタイミングで教えてもらえました」
　菅原調教師は、トウケイニセイを「スター性のあ
る馬だった」と評する。まだ他の地方競馬との交流
もない時代。岩手で走っているだけでも、全国から
注目を集めるような馬だったという。メイセイオペ
ラで動じずにレース運びができたことを「トウケイ
ニセイで技術があがっていたからこそ」と断言する。
一方で、メイセイオペラは他の騎手の経験を積ませ
るためにしばらくは譲っている時期があった。

「今で言う 3 歳春には、しばらくは（メイセイオペラ
を管理する）佐々木修厩舎の所属騎手・渡邉正彦騎

手が乗っていました。実は元からその約束で、メイ
セイオペラの力があれば地元で走るうちはどう乗っ
ても勝てるだろうから、それなら弟子に良い馬を経
験させてあげようという佐々木調教師の親心による
ものでした」
　そして東北優駿からメイセイオペラの鞍上に戻る
と、そこからさらに連勝を積み重ね、多くの栄冠を
手にした。菅原調教師は、大レースで勝つための要
素を「最終的には技術よりも精神的な問題」と語る。
自信をつけて乗ることで、自然にその馬、そのレー
スに合わせた乗り方ができるようになる。

「自信が揺らいでいる状態で乗ると、結局はチグハグ
なレースになりがちです。そういうミスを減らすのが
精神面の強さです。技術的な進歩も大事なんですが、
精神的な面がとても大事というのはそういうところ
にあります」
　加えて必要になってくるのが『日頃、どれだけ馬
に接して馬をわかろうとするか』という点。馬と多く
接して、集中してレースに乗り、その経験を糧に成
長する──これを毎日繰り返すことが重要だと言う。
菅原調教師は「いかに気を抜かずにやっていくかど

「調教師という仕事は、なかなか責任重大です。騎手
時代とは勝手が違いますね」
　そう言って笑うのは、水沢・菅原勲調教師。騎
手時代にはトウケイニセイ・トーホウエンペラーら
とのコンビで岩手競馬ファンだけでなく日本全国の
ファンにその名を轟かせた。特にメイセイオペラと
勝利したフェブラリー S は、今もなお地方馬にとっ
て唯一の中央 G1 制覇でもある。記録にも記憶にも残
る、地方競馬を背負う名手であった。そんな名手も、
2012 年 3 月に騎手として現役を引退し、以降は調教
師として岩手競馬を盛り上げている。

「今になって思うと、騎手はレースは任されますが、
勝っても負けても、大失敗しない限りは大きな責任
を取るようなことはありませんでした。しかし調教
師は、騎手選び・レース選びから責任が発生します。
レース後には、オーナーに説明する必要があります。
それこそ負けたレースでも、しっかりと分析して、
敗因や立て直しなどをオーナーに報告しなくてはい
けません。その責任を背負い続ける仕事です」
　菅原調教師は日々の馬の管理において「いかに早
く変化に気がつくかの勝負」と語る。馬は体調を崩
しやすいが、早期に気がつき対処することが鍵を握
る。「3 日間気が付かないと 1 ヶ月引きずったりする
ようなことが、1 日で気が付いてやれるとその日のう
ちに治ったりします」という菅原調教師。まさにプ
レッシャーの日々だという。

「ただ、騎手を辞めたことで減量しなくて良くなった
のは大きいです（笑）　毎週、レースが 3 日間あって、
終わってから飲みに行くわけですが、当然ながら体
重が増えます。ただし、絶対に翌週のレースまでに

戻さなくてはいけない。毎週 3 〜 4 キロ増減させて
いたので、身体的にもかなり負担がありました。特
に現役終盤の頃は大変で、解放された気持ちがあり
ますね」
　菅原さんは、叔父が岩手の調教師であり、父親が
そこで厩務員をしていたという、競馬に縁の深い家
柄で育った。当然、小さい頃から馬を身近で観る機
会も多く、競馬場にも遊びにきていたという。父親
からは「騎手になるんだ」と言われながら幼少期を
過ごした。デビューするとすぐに勝ち星を積み重ね、
2 年目には早くも重賞ウィナーとなったが、菅原さん
は周囲の支えへの感謝を口にした。

「最初の頃は緊張してあがりすぎるタイプで、そん
なに上手く乗れたわけではありません。ただ、叔父
がたくさん乗せてくれたのが本当に大きかったです。
それこそ、良い馬も悪い馬も、色々です。やはり実
戦で鍛えるということは大事で、競馬というものを
覚えていく下地となりました。重賞を勝ったのも叔
父の馬。よく 2 年目から乗せてくれたな、と思います。
当時は自分も『なかなか良く乗ったな』と思ってい
たものですが、今振り返ると馬が強かったから勝っ
ていたのでしょう。ただ、そのレースでまたひとつ
乗り方を覚えました。数も大事ですが、ただたくさ
ん乗れば良いとい
うものではありま
せん。『なるほど、
こういう感じで乗
れば勝つんだな』
と体験して理解す
ることが大事です」

　良い馬に乗り、良いレースをする。そうして経験
を積み上げ実力を身につけていく。菅原調教師の騎
手時代を最も左右したのは、トウケイニセイだった。

1999年、地方馬として初めて中央G1を制した岩手の名馬、メイセイオペラ。彼を
勝利に導いた菅原勲騎手は、2012年に騎手を引退した後は調教師に。今度は馬と人
を作るホースマンとなった。今回は同師に騎手時代から現在までを振り返っていただ
き、これからの展望や目標について語ってもらった。（※本記事は書籍『もうひとつ
の名勝負伝説』には収録されていない、オリジナルのインタビュー原稿となります）

岩手を代表する騎手から
調教師への転身　
プレッシャーと戦いながら
馬と人を育てる

騎手として出会えた、
最高の馬　トウケイニセイ

菅原勲調教師
岩手競馬を代表する超一流のホースマン
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インタビュー 菅原勲調教師

岩手から世界を目指して
言葉にしながら歩む日々

手に汗握った名勝負や感動の名レース28の裏側に迫る
『もうひとつの名勝負伝説～関係者だけが知る激闘の裏側』

うか。すぐに変化は出なくても、何年もそういう日々
を繰り返すと必ず変化が起こります。あとから振り
返ると『あの時期に頑張ったからだな』と思うこと
の積み重ねです」と語る。

　引退した現在は、従業員という『人』への対応も
増えた。馬だけでなく人材も成長させていく必要が
ある。そのためにも、厩舎のモチベーション維持に
は気を配っている。「目標は口にするようにしていま
す」という菅原調教師。現在は調教師として海外挑
戦を目指している。

「まずは重賞・G1 に出走できる馬を送り出し続けるこ
と。そして今は地方競馬でも海外に夢を持てる時代
ですから、活躍馬が出てくると当然そういったとこ
ろも視野に入ります。可能性があるものは全部挑戦
していきたいです。私がしっかりとした夢を持たな
いと、そういう素質馬が厩舎に来ることはありませ
ん。そして従業員にも伝わってしまいます。世界を
目指しているということをスタッフ全員と共有して、
みんなで目指そうと思っています」
　メイセイオペラの時代と現在で、変わったことが

『中央もダートに力を入れている』という点。「当時
はまだダート路線が軽視されていました。芝がダメ

だったらダート、という時代です。まだ地方馬が付
け入る隙がありました」と菅原調教師。今はダート
血統が流行し、ダート向けの種牡馬も人気になる時
代である。レース整備や賞金の増額が進んだことで、
素質のあるダート馬は中央馬主が見逃さないように
なった。それでも菅原調教師は、夢を諦めずに口に
し続ける。

「岩手出身の強い馬を出したいんです。競馬を盛り上
げるには、何よりもまず『馬』です。良い馬がいる
ことで、人々は注目し、集まり、ファンになってくれ
ます。盛り上げるための色々な工夫や選択肢はあり
ますが、根本はやはりそこにあるでしょう。岩手競
馬全体で大スターとなる名馬を送り出すことを目指
さないと、そういう馬は登場することはないでしょう。
一人の力で何かを変えられるものではなく、みんな
で想いを共有しながら努力を続けるしかないんです。

『岩手から世界を目指す』と真剣に取り組み続ける
ことで、オーナーも『それなら…』と良い馬を連れ
てきてくれるかもしれません。そのためにも、厩舎、
そして岩手競馬の全体に夢を共有しながら頑張って
いけたらと思います。応援よろしくお願いいたしま
す」
　フジユージーンの活躍など、存在感を増している
岩手競馬。菅原調教師の夢が一歩ずつ実現に向かっ
て近づいている──その足音を感じた。

『もうひとつの最強馬伝説～関係者だけが知る名馬

の素顔』、『もうひとつの引退馬伝説～関係者が語

るあの馬たちのその後』に続く、「もうひとつの競

馬伝説シリーズ」の第三弾は、過去の名勝負にス

ポットを当てた『もうひとつの名勝負伝説～関係

者だけが知る激闘の裏側』。

競馬史に残る、手に汗握った名勝負や感動の名

レース28をセレクト。すべてのレースの当事者

へ直接取材を敢行し、その舞台裏や真実の一端を

明らかにしていきます。取材対象は、レースに騎

乗した騎手の他、調教師、厩務員、調教助手な

ど。騎手のレース中の駆け引きにとどまらず、戦

前の馬の様子や陣営の思惑などのバックヤードエ

ピソード、レース後の感想なども取り上げながら、

名勝負の知られざる裏側を掘り下げていく、競馬

ノンフィクション書籍です。

書籍名：	もうひとつの名勝負伝説
	 ～関係者だけが知る激闘の裏側
発売日：	2025年5月26日
価格：	 定価：1,980円
	 （本体1,800円＋税10％）
ページ数：A5判／オールカラー
	 144ページ

全編が関係者取材！
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遥
か
昔
か
ら
人
間
と
密
接
な
関
係
を
築
き
上
げ
て
き
た”

馬”

。
様
々
な
個
性
を
持
つ
彼
ら

は
、
貴
重
な
労
力
・
財
産
で
あ
る
と
と
も
に
、
私
た
ち
の
大
切
な
家
族
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

時
代
が
移
り
変
わ
り
近
代
化
が
進
む
と
と
も
に
、
馬
は
人
間
の
暮
ら
し
か
ら
離
れ
、
ど
こ

か
遠
く
特
別
な
存
在
と
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
、
人
が
馬
を
見
る
機
会
の
多
く
が
競
馬
や
祭

事
と
い
っ
た
特
別
な
場
所
で
し
ょ
う
。

　

競
馬
で
頑
張
り
続
け
て
引
退
を
迎
え
た
競
走
馬
が
無
事
に
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
へ
と
進
む

こ
と
は
、
馬
を
愛
す
る
私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
す
。

　

人
と
馬
が
幸
せ
に
共
生
す
る
に
は
、
馬
に
た
く
さ
ん
の
生
き
る
道
─
─
す
な
わ
ち
、
い
く

つ
も
の
仕
事
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
生
き
て
、
仕
事
を
し
て
、
自
ら
の
食
い
扶
持
を
稼
ぎ
出

せ
る
社
会
を
作
り
上
げ
る
こ
と
…
そ
れ
こ
そ
が
、
よ
り
多
く
の
馬
が
幸
せ
な
生
涯
を
歩
め
る

こ
と
に
繋
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

馬
ふ
ん
堆
肥
を
活
用
し
た
農
業
の
促
進
、
ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー
を
通
じ
た
乗
馬
文
化
の
振
興
、

引
退
馬
の
リ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
再
デ
ビ
ュ
ー
の
支
援
、
サ
ポ
ー
タ
ー
・
支
援
者
を
増
や
す
た
め

の
広
報
活
動
…
。
私
た
ち
は
様
々
な
角
度
か
ら
、
馬
の
幸
せ
を
増
や
す
た
め
の
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
へ
と
進
む
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
は
、
馬
を
愛
す
る
私
た
ち

の
大
き
な
使
命
の
ひ
と
つ
で
す
。

馬
事
文
化
の
振
興
、

引
退
馬
の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
を
切
り
拓
く

一般社団法人  馬と歴史と未来の会
since 2020
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